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市立大町山岳博物館　編集責任者　宮野典夫

平成27年度
博物館年間スケジュール

年間スケジュールは予定です。開催期日・時間や内容・申込
み等の詳細につきましては、今後発刊されます「山と博物館」、
「広報おおまち」、山岳博物館オフィシャルホームページなど
をご覧ください。

企画展 および 関連イベント 講座・観察会など 「家庭の日」
大町市民無料デー

4月 4月18日㈯
4月19日㈰

5月
□シンポジウム「日本アルプスと氷河」
　5月16日㈯　午後1時～5時
　会場：フレンド・プラザ大町

5月16日㈯
5月17日㈰

6月
企画展 「山博にライチョウがやってくる！
　　　～山博「ライチョウの里」へ再出発～」
　６月1２日㈮～7月12日㈰

□「山の歴史ウォーキング
体感！ 山岳文化都市おおまち －市街地編－」

〈共催：山博友の会〉
　6月20日㈯　午前９時～午後3時
　会場：大町市街地周辺～常盤泉仏崎

6月20日㈯
6月21日㈰

企画展ミュージアムトーク①　６月13日㈯

7月

企画展ミュージアムトーク②　７月４日㈯
□「北アルプス爺ヶ岳で
　　　　ライチョウを観察しよう」

〈共催：長野県・山博友の会〉
　7月19・20日（日・月・祝）
　会場：爺ヶ岳山頂周辺

7月18日㈯
7月19日㈰

企画展ミュージアムトーク③　７月５日㈰

企画展 「山岳風景画の世界
　　　　　　　　－山博収蔵コレクション－」
　7月18日㈯～10月12日（月・祝）

企画展ミュージアムトーク①　7月26日㈰

8月

関連特別展 「山岳画家・山川勇一郎デッサン展」
〈共催：信濃大町山岳フェスティバル実行委員会〉

　8月1日㈯～8月16日㈰
　会場：信濃大町駅前特設会場

□「自然ふれあい講座みんなで温暖化
　　ウォッチャーズ　セミの抜け殻を探せ！」
　8月3日㈰　午前10時～正午
　会場：山博周辺

8月15日㈯
8月16日㈰

□「さんぱくこども夏期だいがく
　　　　　　　　　－山の妖怪ウォッチ－」
　8月6日㈭　午前9時30分～午後3時
　会場：山博講堂および鷹狩山

企画展ミュージアムトーク②　8月15日㈯ □「さんぱく ふぞくえんまつり」
　　　どうぶつ写生大会・スタンプラリー等
　8月8日㈯～16日㈰　午前9時～午後4時30分
　会場：博物館付属園

9月
企画展ミュージアムトーク③　9月19日㈯ □「信濃大町山岳フェスティバル2015」

〈主催：信濃大町山岳フェスティバル実行委員会〉
　9月12日㈯　午前10時～午後3時30分
　会場：大町公園・県山岳総合センター・山岳博物館一帯

9月19日㈯
9月20日㈰

10月

企画展ミュージアムトーク④　10月11日㈰

10月17日㈯
10月18日㈰特別展示室 ≪通常展示≫

「山と美術　山岳風景画と
　　　　　　　ウッドシャフトピッケル」
　10月13日～2月中旬

□「山の歴史ウォーキング
体感！ 山岳文化都市おおまち －高瀬入編－」

〈共催：山博友の会〉
　10月18日㈰　午前９時～午後4時
　会場：大町エネルギー博物館～葛温泉

11月 11月14日㈯
11月15日㈰

12月 12月19日㈯
12月20日㈰

1月 1月16日㈯
1月17日㈰

2月 企画展 「大北・安曇野の自然に蝶が舞う」
　平成28年2月13日㈯～4月10日㈰

2月20日㈯
2月21日㈰

3月 3月19日㈯
3月20日㈰

写真提供：富山市ファミリーパーク

　ニホンライチョウは平成23年のレッドリストの

見直しにより、近い将来、野生での絶滅が高いとさ

れる種となり、翌年、環境省などは「ライチョウ保護

増殖事業計画」を策定しました。この計画では自然

状態で安定的に存続できることを目標にし、飼育し

た個体を野生復帰することも視野に入れています。

　飼育計画では、近縁種で飼育や繁殖技術の向上を

図り、約40年間ニホンライチョウを飼育してきた

山岳博物館の経験と実績を参考にして、ニホンライ

チョウの飼育再開を目指す方針となり、平成27年

度から恩賜上野動物園と富山市ファミリーパーク

が最初に担当することとなりました。

　近縁種の飼育は、ノルウェー産のスバールバルラ

イチョウを平成21年から恩賜上野動物園で開始

し、その後、国内の動物園5園で取り組み、飼育数の

増加などの成果を上げてきました。

　山岳博物館は、近縁種飼育の6園と協同して飼育

の課題解決に取り組み、平成27年5月を目途に付属

園内にライチョウ舎の建設を進めています。完成し

た飼育舎には、スバールバルライチョウを導入し、

改めて飼育や繁殖の技術を習得するとともに、市民

の皆さまをはじめ、来館される方にはスバールバル

ライチョウの姿を見ていただき、ニホンライチョウ

の現状などを知っていただく機会とさせていただ

きます。

　今後はできるだけ早い時期に付属園でニホンラ

イチョウを飼育できるよう体制を整え、これまでの

経験を活かし、課題を克服しつつ、野生復帰という

一連の国家プロジェクトに貢献できるよう努めて

まいります。

（市立大町山岳博物館館長）
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さんぱく
　昨年の活動から

平成26年度に行われました山岳博物館の行事についてご紹介します。
平成27年度も博物館ではたくさんの企画展やイベントが予定されています。
ご参加お待ちしております。

山岳博物館全館をリニューアル
平成26年3月29日山岳博物館は
リニューアルオープンしました。
併せて耐震化改修を行いました。

企画展「日本山岳画協会大町展」
平成26年7月19日～11月24日を会期として
合計97作品をご覧いただきました。

大峰山地の自然なぞ解きツアー
信州山の日記念にあわせて、平成26年7月21日に実施。
故郷の大峰山地の地質や歴史を学びました。

公式Webサイトをリニューアル!
より見やすく、充実した内容になりました。

URL: http://www.omachi-sanpaku.com

長野県環境保全研究所と連携・協力
に関する協定を結ぶ
平成26年3月25日、長野県環境保全研究所
と連携・協力に関する協定を結びました。

職業体験学習（付属園）
博物館では、中学生や高校生を中心に
職業体験の受入れを行っています。

常設展示スポットガイド
新しい展示となった常設展の解説を行いました。

博物館学芸員実習の実施
博物館では毎年、未来の学芸員の卵を受入れ実習を
行っています。

信濃大町山岳フェスティバル2014を開催
平成26年9月13日、大町公園周辺において約1200名の参加
者でにぎわいました。

こども夏期だいがく
セミの抜け殻を使って、身近な自然環境が
どのような影響を受けているかを調べました。

今年で5年目となる
こども夏期だいがく
企画展に併せて「画家の先生といっしょに
北アルプスを描こう！」を開催。 

大人のための観察会
　－冬のライチョウを見に行こう！
平成27年3月8日、栂池高原駅～栂の森周辺を散策

古道塩の道を歩く―大町宿―
平成26年10月13日、今回は完結編として
大町宿周辺を散策しました。

茶臼山動物園で
　ライチョウを観察してみよう！

スバールバルライチョウ

を見学に行ってきました。

付属園まつりを開催
平成26年4月26日～5月6日に行いました。
平成27年度は、ライチョウ舎建設のため
8月に実施します。

大町市キャラクター
おおまぴょん


